
特集 ジェンダー平等で多様性ある社会へ

全国保険医団体連合会が医科・歯科開業医
会員を対象に実施した「開業医の意識・実態
基礎調査」について男女別に分析したところ、
家事・育児・介護等の負担が女性に大きく偏
り、女性医師・歯科医師が仕事との「二重負
担」に陥っている状況が浮かび上がった。

調査概要
１）調査の実施時期

2021年９月１日〜９月30日（一部９月末
より10月上旬まで）
２）調査客体

医科・歯科の開業医（診療所）会員８万6590
人から、全国51の各保険医協会・医会ごとに
無作為抽出した8659人（医科4978人、歯科

全国保険医団体連合会女性部

全国保険医団体連合会が医科・歯科開業医会員を対象に実施した「開業医の意識・実態基礎調査」
で、家事・育児・介護等の負担が女性に大きく偏り、女性医師・歯科医師が仕事との「二重負担」に陥っ
ている状況が浮かび上がった（本誌2022年５月号に掲載したものに加筆の上、再掲載します）。

女性医師・歯科医師の
家事と仕事
「二重負担」くっきり（再録）
保団連開業医調査より

図１　回答者の年代

医科 歯科

3681人）を調査客体とした。
３）回収結果

回収数：2575（回収率29.7%）、うち有効回
答2565（医科1356、歯科1209）、有効回答率
29.6%。
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が続いた（図１）。性別は医科・歯科とも女性
は約１割だった（図２）。

性別役割分業は 
医科・歯科とも反対意見が上回る
「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであ

る」という考え方については、医科・歯科とも
に反対意見（「どちらかといえば反対」「反対」）
が賛成意見（「賛成」「どちらかといえば賛成」）
を大きく上回った。男女別に見ると、女性は図２　回答者の性別
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図３　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について

図４　１日の家事・育児・介護時間（平日）

医科

歯科

年齢は60歳代（医科36.9％、歯科34.2％）が
最も多く、50歳代（医科27.5％、歯科29.4％） 
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性は２～７時間未満が医科で６割、歯科で５
割に上った（図５）。

夫婦とも医師・歯科医師でも 
家事等時間に大きな差

夫婦とも医師・歯科医師の場合の平日家事・
育児・介護時間を見ると、男性は「０〜30分未
満」が34.2％で最多、女性は「２〜４時間未満」
が39.3％で最も多く、同じ医師・歯科医師で
も男女で大きな差があった（図６）。

女性医師・歯科医師の「二重負担」
実労働時間を見ると、「７時間未満」の割

合は女性の方が医科で3.0ポイント、歯科で
10.7ポイント高く、「７～９時間未満」は男性

医科で70.9％、歯科で62.8％が反対意見なの
に対し、男性は医科で41.5％、歯科で37.6％
にとどまった（図３）。

平日の家事労働は女性２時間以上、 
男性「０～30分未満」が最多

１日の家事・育児・介護時間（平日）は、男性
は医科46.6％、歯科39.5％が「０〜30分未満」
で最多だったのに対し、女性は医科45.2％、
歯科38.8％が２時間以上だった（図４）。

休日の家事等も 
男性１時間未満、女性２～７時間

休日の家事・育児・介護時間は、男性は医
科・歯科とも１時間未満が約半数を占め、女

図５　１日の家事・育児・介護時間（休日）
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図６　夫婦とも医師または歯科医師の場合の平日家事・育児・介護時間
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が医科で4.9ポイント、歯科で9.5ポイント
高かった。しかし、９時間以上は医科では男
性46.4％、女性47.5％で女性の方が高く、歯
科も男性38.6％、女性38.0％と大きな差は
なかった（図７）。

フルタイム勤務者（実労働時間７時間以上）
の平日家事等時間を見ると、男性は「０〜30
分以内」が最多で、約７割が１時間未満なの
に対し、女性は医科「２〜４時間」37.8％、歯
科「１〜２時間」34.8％が最多だった（図８）。

家事等時間と仕事時間を合わせると、女性
により多くの負担がかかっていると言える。

意識と実態の差
「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであ

る」という考え方について、反対意見（「反対」
「どちらかといえば反対」）の人の平日家事等
時間を男女別に見ると、男性は医科43.2％、
歯科36.6％が「０〜30分未満」だった。女性
は医科46.5％、歯科46.8％が２時間以上と
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図７　実労働時間

図８　フルタイム勤務者の平日家事・育児・介護時間
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休・時短勤務が増えて）現場が回らない」とい
う声があったが、この背景には、過労死ライ
ンを超えるような医師の過酷な働き方に加
え、家事等の負担が女性に大きく偏っている
状況がある。

今回の分析結果には、そうした医療界にお
ける性別役割分業意識が如実に表れていると
言える。

答えた（図９）。
休日も、男性は医科・歯科とも半数が「０～

１時間未満」なのに対し、女性は医科36.1％、
歯科43.2％が４時間以上の家事等労働に当
たっている（図10）。

おわりに
2018年に複数の医学部入試で女性差別が

発覚した際、「女性医師が増えると（産休・育

図９　「夫は働き、妻は家庭」に反対意見の人の家事等時間（平日）
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図10　「夫は働き、妻は家庭」に反対意見の人の家事等時間（休日）
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